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  （百万円未満切捨て）

１．平成29年３月期第２四半期の業績（平成28年４月１日～平成28年９月30日） 

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期第２四半期 529 23.0 △140 － △139 － △143 － 

28年３月期第２四半期 430 △15.3 △127 － △124 － △130 － 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年３月期第２四半期 △113.01 － 

28年３月期第２四半期 △103.26 － 

 

（２）財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

29年３月期第２四半期 1,320 1,056 79.9 

28年３月期 1,488 1,197 80.5 
 
（参考）自己資本 29年３月期第２四半期 1,054 百万円   28年３月期 1,197 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

28年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 

29年３月期 － 0.00      

29年３月期（予想）     － 0.00 0.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．平成29年３月期の業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 1,300 27.8 △187 － △186 － △196 － △154.55 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有    

 
 



※  注記事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                  ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                    ： 無    
 

④  修正再表示                              ： 無    

（注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正

再表示」をご覧ください。 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年３月期２Ｑ 1,358,800 株 28年３月期 1,358,800 株 

②  期末自己株式数 29年３月期２Ｑ 90,630 株 28年３月期 90,630 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期２Ｑ 1,268,170 株 28年３月期２Ｑ 1,268,170 株 

 

 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたって

の注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。 

２．四半期決算補足説明資料は、平成28年11月４日に当社ホームページに掲載する予定です。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、設備投資の持ち直しの動きに足踏みがみられるものの、企業収

益が高い水準にあり景気は緩やかな回復基調で推移しました。先行きについては、海外経済を巡る不確実性は依然

として高く、国内景気を下押しするリスクが存在します。

 国内企業のＩＴ投資については安定した状況を維持している中で、ＩｏＴ（Internet of Things：モノのインタ

ーネット）市場は、産業や生活に革新をもたらすものとして、企業の戦略的投資が急速に拡大しております。

 このような状況において、当社は、マイクロサーバー事業に経営資源を集中し、本格化するＩｏＴ市場に向けた

活動に注力してまいりました。処理能力や耐環境性能、ファームウェアを強化した新製品「ＯｐｅｎＢｌｏｃｋｓ

（オープンブロックス）ＩｏＴ ＶＸ１」などＩｏＴにおけるエッジコンピューティングに幅広く対応する製品の

開発を行うとともに、ＩｏＴに係るソリューションなどのＩｏＴサービスの強化や、パートナー企業との連携によ

る営業活動により、売上高は前年同期に比べ増加しました。

 販売費及び一般管理費は、人員の増員や製品開発、マーケティング投資を積極的に行い、前年同期に比べ増加し

ました。

 この結果、当第２四半期累計期間の売上高は529百万円（前年同期比98百万円・23.0％増加）、営業損失は140百

万円（前年同期は営業損失127百万円）、経常損失は139百万円（前年同期は経常損失124百万円）、四半期純損失

は143百万円（前年同期は四半期純損失130百万円）となりました。 

 品目別の売上高動向につきましては、次のとおりであります。

 

（自社製品コンピュータ）

 マイクロサーバーについては、通信用途での大口出荷があったのをはじめ、ＩｏＴファミリの出荷が前年同期に

比べ増加し、売上高は大幅に増加しました。ＩＡサーバー・ストレージについては、既存顧客を中心に販売を行い

売上高は増加しました。この結果、自社製品コンピュータ全体の売上高は前年同期に比べ大幅に増加し、275百万

円（前年同期比96百万円・54.0％増加）となりました。

 

（コンピュータ関連商品）

 業務用ＩＴ機器のオンライン販売サイトの売上が前年同期に比べ減少し、コンピュータ関連商品全体の売上高

は、189百万円（前年同期比4百万円・2.5％減少）となりました。

 

（サービス・その他）

 マイクロサーバーについては、ＩｏＴに係るソリューションなどのＩｏＴサービスやサポートサービスが前年同

期に比べ増加し、ＩＡサーバー・ストレージについては、延長保守サービス等が減少しました。この結果、サービ

ス・その他全体の売上高は前年同期に比べ増加し、64百万円（前年同期比7百万円・12.7％増加）となりました。

 

 なお、上記の各品目に含まれるマイクロサーバーに関連する売上高（本体、サポートサービス、オプション品な

ど）は289百万円（前年同期比99百万円・52.3％増加）、売上総利益は118百万円（前年同期比21百万円・22.4％増

加）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

 当第２四半期会計期間末の資産については、現金及び預金が149百万円減少したほか、売掛金の減少56百万

円、マイクロサーバーに係るたな卸資産の増加46百万円等により、前事業年度末に比べ167百万円減少し、1,320

百万円となりました。

 負債については、買掛金の減少17百万円等により、前事業年度末に比べ26百万円減少し、263百万円となりま

した。

 純資産については、四半期純損失の計上による利益剰余金の減少143百万円等により、前事業年度末に比べ141

百万円減少し、1,056百万円となりました。

 なお、平成28年６月29日開催の定時株主総会における決議に基づき、平成28年８月５日付で、資本金が822百

万円減少し、繰越利益剰余金が821百万円増加しておりますが、これによる純資産の額の変動はありません。
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②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ149百

万円減少し、805百万円となりました。

 当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 税引前四半期純損失141百万円の計上やたな卸資産の増加46百万円等の支出要因のほか、売上債権の減少56百

万円等の収入要因がありました結果、営業活動により使用した資金は147百万円となりました。（前年同期は176

百万円の使用）

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資事業組合からの分配金による収入2百万円のほか、有形固定資産の取得による支出1百万円等により、投資

活動により使用した資金は0百万円となりました。（前年同期は19百万円の獲得）

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動による資金の増減はありませんでした。（前年同期は資金の増減なし）

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当第２四半期累計期間の業績を勘案し、平成28年５月13日付当社「平成28年３月期 決算短信(非連結)」におい

て公表しました平成29年３月期通期業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日（平成28年11月４

日）公表の「第２四半期累計期間業績予想と実績値との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照

ください。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備

及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 なお、これによる損益に与える影響はありません。

 

（３）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期会計期間から適用しております。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 当社は、継続して営業損失及びマイナスの営業キャッシュ・フローを計上し、継続企業の前提に重要な疑義を生じ

させるような状況が存在しております。しかしながら、当第２四半期会計期間末において借入金は無く現金及び預金

805百万円を保有し、必要な運転資金を確保していることから、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められ

ないと判断し、財務諸表への注記は記載しておりません。 

 当社は、早期の経常損益の黒字化を達成し当該状況を解消する為、以下の諸施策を実施してまいります。

 

①パートナー企業との連携と製品開発

 ＩｏＴ市場は分野が幅広く、各役割に応じたパートナー企業が必要となります。当社は今後も優良なパートナー

企業と戦略的に連携し、協働して顧客開拓を行い、販売を拡大してまいります。また、開発投資を継続し、他社と

の差別化を図り競争力のある製品を開発してまいります。
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②サービス収益の強化

 当社の強みであるオープンソース系の技術力やＩｏＴ市場で先行しているノウハウを活かし、ＩｏＴに係るソリ

ューションを強化するとともに、ＩｏＴプラットフォームなどの収穫逓増型のサービス収益基盤を構築してまいり

ます。

 

③社内体制の整備

 ＩｏＴ需要の高まりや技術の変化に対応すべく、必要な人材の確保を引き続き行うとともに、社内体制及び社内

システムを整備し業務の効率化を図ってまいります。また、内部統制体制の整備・運用やコンプライアンス体制の

強化につきましても積極的に推進してまいります。
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４．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 954,997 805,472 

売掛金 160,325 104,214 

商品及び製品 19,489 18,799 

仕掛品 460 52 

原材料 271,361 319,092 

その他 21,178 13,723 

流動資産合計 1,427,814 1,261,354 

固定資産    

投資その他の資産    

投資有価証券 12,681 11,295 

その他 48,098 48,015 

投資その他の資産合計 60,779 59,310 

固定資産合計 60,779 59,310 

資産合計 1,488,594 1,320,665 

負債の部    

流動負債    

買掛金 119,149 101,565 

未払法人税等 12,421 13,009 

賞与引当金 19,267 19,976 

製品保証引当金 2,250 1,110 

その他 106,190 96,060 

流動負債合計 259,279 231,721 

固定負債    

退職給付引当金 22,802 23,456 

その他 8,624 8,701 

固定負債合計 31,427 32,157 

負債合計 290,706 263,879 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,019,628 1,197,609 

資本剰余金 158,329 158,361 

利益剰余金 △821,987 △143,314 

自己株式 △158,361 △158,361 

株主資本合計 1,197,609 1,054,295 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 278 450 

評価・換算差額等合計 278 450 

新株予約権 － 2,040 

純資産合計 1,197,887 1,056,786 

負債純資産合計 1,488,594 1,320,665 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 430,365 529,293 

売上原価 275,647 352,308 

売上総利益 154,718 176,985 

販売費及び一般管理費 281,988 317,035 

営業損失（△） △127,270 △140,050 

営業外収益    

受取利息 110 23 

為替差益 － 235 

投資事業組合運用益 3,707 464 

保険配当金 173 201 

その他 0 95 

営業外収益合計 3,991 1,020 

営業外費用    

為替差損 1,072 － 

営業外費用合計 1,072 － 

経常損失（△） △124,351 △139,029 

特別損失    

減損損失 4,700 2,384 

特別損失合計 4,700 2,384 

税引前四半期純損失（△） △129,051 △141,414 

法人税等 1,900 1,900 

四半期純損失（△） △130,951 △143,314 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純損失（△） △129,051 △141,414 

減損損失 4,700 2,384 

受取利息及び受取配当金 △110 △23 

投資事業組合運用損益（△は益） △3,707 △464 

売上債権の増減額（△は増加） 50,475 56,111 

たな卸資産の増減額（△は増加） △102,486 △46,632 

仕入債務の増減額（△は減少） △6,696 △17,584 

前渡金の増減額（△は増加） 13,295 3,860 

未収入金の増減額（△は増加） △7,173 5,025 

未払金の増減額（△は減少） 5,215 △1,951 

その他 539 △3,307 

小計 △174,999 △143,995 

利息及び配当金の受取額 110 23 

法人税等の支払額 △1,218 △3,797 

営業活動によるキャッシュ・フロー △176,107 △147,769 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △6,680 △1,477 

投資事業組合からの分配金による収入 25,800 2,100 

その他 67 △631 

投資活動によるキャッシュ・フロー 19,187 △8 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △31 △1,747 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △156,951 △149,525 

現金及び現金同等物の期首残高 1,199,896 954,997 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,042,945 805,472 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成28年６月29日開催の定時株主総会における決議に基づき、平成28年８月５日付で、資本金822,018千

円を減少し、その他資本剰余金に振り替え、その他資本剰余金821,987千円を繰越利益剰余金に振り替え、欠損の填

補に充当しております。

 この結果、当第２四半期会計期間末において、資本金は1,197,609千円、その他資本剰余金は158,361千円となって

おります。

 なお、株主資本合計金額には、著しい変動はありません。 
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